三平方の定理と図形の折り返し　（その１）
１　右の長方形ABCDにおいて、辺BC上の
　点Fに点Dが重なるように折ったところ、
　折り目の線がAEとなった。
　AB＝5、AD＝13のとき次の問いに答えよ。
　(1)BFの長さを求めよ。
　(2)EFの長さを求めよ。
２　長方形ABCDを対角線ACに沿って折り

　返したとき、右図のようになった。

　AB＝5、AD＝10のとき、次の問いに答えよ。

　(1)BEの長さをxとして、AEの長さをxで

　　表しなさい。

　(2)△ACEの面積を求めなさい。
３　右の図のように1辺の長さが2cmの
　正方形ABCDがある。辺CDの中点を
　Eとする。線分AEを折り目として折り
　返したあとの頂点Dの位置をFとする。

　線分EFの延長と辺BCの交点をGと

　するとき、次の問いに答えなさい。

　(1)BG＝xとするときGEの長さをxで
　　表しなさい。

　(2)線分BGの長さを求めなさい。
解答・解説
☆折り返し問題では合同な図形が作りやすい。

１　(1)12
折り返しなのでAF＝AD、△ABFで三平方の定理　　
　　(2) 
[image: image1.wmf]5
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EF＝xとすると、DE＝xなのでEC＝5－x


△CEFで三平方の定理　12＋(5－x)2＝x 2　
２　(1)－x＋10
(2) 
[image: image2.wmf]8
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　解説　(1)△ABE≡△CFE　(2)△ABEで三平方の定理
３　(1)1＋x　(2) 
[image: image3.wmf]3

2

cm
　解説　(1)△ABG≡△AFGなのでBG＝GF　(2)△CEGで三平方
　このプリント内の図形はすべてWORDの描画機能で描いて、問題ごとにグループ化してあります。図形を書き換えたいときはグループ化を解除して部品ごとに改変してください。
長さや、点の名前はグループ化されたままでも変更することができます。

　チェックはしたつもりですが、問題文や図、答えに誤りがある場合もあります。
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